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裁導| 人と人とがつながり支えあう
地域づくりに向けた居場所の可能性

2019年 10月 26日 (土 )
10時～ 12時30分
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共に生きる場の再創造
～活動の現場からの提言～
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みんなの居場所
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ひだまりの家
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鰊鰊輻 鼈輻颯楡  鑽隕躙鰺痣饂
数欝学者、評論蒙、ノンフィツシ璽ン作家、ケベンネーム 鸞予本二書 )
横浜市立大学懇警教授、前j中縄大学学長、同食躍誉教授。東京審番出身.1964撃横浜爾立大学教育学警番教育学科率
薫 0'中縄季ども研究会会員。大学卒業後、横浜雛内の小学機数量を経て、翻本饗1鳥を4年余り放濃じ共同体巡りを
する。1972年から横浜市役所、横浜児童率餞談所のソーシャルヮー掬―を務鋳る。横浜市立大学文理学書謁動数援を経
て、1991年 :こ教授。1995年よ叩同大圏際文化学書露数援.社会福祉論を控幾はた。2∞2年 j中糸覇大学教授、2o12年～
2●14年 |二学晨をつとぬたc
主な蒻書 :こ、「まち|こ暮らしの種子を蒔〈―今、この時代を生き抜くため鐘」、「〈難がらヵ)の手渡し方 :離陸の思想、
篇地の意馨」、「沖縄“戦後子ども生;舌史」、F生きること、それが|ぶくの犠事一j中静墨簗暮らなのノート」

第 2藩諄事鬱」報無団体 (福祉たすけあbヽ基金 勘威 吋 然》
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警  (第 9011期勘成団体 )
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驀 茅ケ崎市で築40年ほど｀の民家を
幸 イ昔りて運営するフリースペース。
顆 月2回開催する「ミシンカェ」では地
驀 域の洋裁好きの人々が集い、月1
奪 |コの「赤ちゃんカフエ」ではお母さん
り たちのほつとする時間をつくってあげ
は たいとの居lいで手イ乍りのランチをま是
警 イ共している。

みんなの居場所
よこすか
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ひだまりの家
プロジェクト
(第 11期勘成自体)

さがみ生活クラブ座間コモンズと
― 未就園児の子育てサロン、子ども
食堂等を開催していた子育て支援

・  団体「アクティヴ・ママ」がともに活
動拠点となる空き家情報を募集、
物件提供を申し出た家主との3者
で「ひだまりの家プロジェクト」を立
_:ち上げ運営

‐‐ 高齢化や人口流出
. が進む地域で、独
居の高齢者やひと

機 り親での子育てな
..どの不安を解消し、
ほつとできる多世代
._が集える居場所とし

=‐

て、「コミュニティカフ
み～な」を開催しながら
地域のニーズに沿つたまちづくりの
具体化をめざす。
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国や自治体が手の届かない領域を担う新たな共同体として、多様な「場」の創出が進んでいます。神奈川  ‐
でも住み慣れた地域でいつまでも暮らしたいと思う市民団体が、子ども食堂・多世代の居場所・フリースペー  |
スなどに取り組んでいます。                                       ‐:
これまで財団に助成申請のあった団体の活動内容の内訳をみると、子ども関連の活動とともに多いのが居  ||
場所の創出、運営に関する申請です。子どもの貧困を背景に全国的に拡がつた子ども食堂は、居場所として  |
の機能も併せ持つていることが注目をされています。また、子どもから高齢者まで多世代の居場所、不登校   |‐ |

の子どもたちの居場所、ひきこもりの若者たちの居場所など、そこに集う人にとってはもちろん、運営する人、   |
支援する人など、関わる一人ひとりにとっても拠り所となる大切な「場」となつています。            |‐
昨年度開催したフオーラム「地域のインフラとなる居場所」では、福祉たすけあい基金助成団体4団体の実  ||
践から、居場所の継続に必要な資源 (人、モノ、お金、情報)をそこに住む人々の共感と参加によって生み出  |'―
している実態や、居場所が様々な問題解決の場になつていることを共有し、居場所が持つ可能性を提示する .||
ことができました。また、居場所に集う人、運営する人、支援する人、それぞれの活動経験を通して自らが地 ||
域づくりの主体者であるという気付きにつながり、そのような人々がおおぜいに広がることで地域の人間関係 ||
を築きともに暮らすまちづくりに向けての期待が高まります。                      ‐|
社会的孤立の問題が広がる中、おおぜいが当事者となつて地域の中に人と人とがつながる場、支えあう場 ‐||
をつくつていくことがますます必要な時代となつています。居場所運営に当たっては組織づくりやマネジメント ||
をどのようにするかが継続に向けたキイとなります。市民の参加によってつくる居場所の活動に着目し、多様  ||
なモデルを共有することで、地域課題の解決の場、用具となる居場所の可能性について探ります。      ||
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